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芥川龍之介 



一 アダムと イヴと 

小さい 男の子と 小さい 女の子と が、 アダムと イヴと 

の 画 を 眺めて ゐた。 

「どっちが アダムで ど つちが イヴ だら う？」 

さう 一 人が 言った。 

「分らない な。 着物 着 てれば 分 るんだ けれども ご 

他の 一 人が 言った。 (Butler) 

二 牧歌 



を 受けなかった。 何故と 云へば、 彼等 は 異口同音に 彼 

あざわら 

を 嘲笑 ひ、 似て ゐる どころ か、 非常によ く 似て ゐ ると 

むしば 

云った からで ある。 それから、 悲哀 は 彼の 霊魂 を 蝕 み、 

彼 は 物 を 喰 ふ 気 もし なくなった。 すると、 とうとう 或 

日、 其 土地で 一番 可愛らしい 少女が 彼に かう 云った。 

たきぎ と 

「ガエタ ァノ、 お婆さんが 病気で 薪 を 採りに 行かれ 

ないから、 今夜 わたしと 一所に 森へ 行って、 薪 を 一二 

荷お 婆さんへ 持って行って やる 手伝 ひ をして 頂戴な ご 

彼 は 行かう と 言った。 

それから 太陽が 沈み、 涼しい 夜の 空気が 栗の 木蔭に 

.,こ だよ そこ まま 

漾 つた 時、 二人 は 其処に 坐って ゐた。 頰と頰 と を 寄 



せ 合 ひ、 互 ひに 腰へ 手 を 廻しながら。 

「をう、 ガエタ ァ ノ、」 少女が 叫んだ。 「わたし はほん 

たうに 貴方が 好きよ。 貴方が わたし を 見る と、 貴方の 

眼 は —— 貴方の 眼 は」 彼女 は 此処で 一 寸言 ひよ どんだ。 

—— 「牝牛の 眼に そっくり だ わご 

それ以来 彼 は 無関心に なった。 (同上) 

からす くじゃく 

鴉 は 孔雀の 羽根 を 五六 本 拾 ふと、 それ を 黒い 羽根 

の 間に 挿して、 得々 と 森の 鳥の 前へ 現れた。 



孔雀 はまる で 扇の やうに、 虹色の 尾羽 根 を 開いて 見 

せた。 

ことごとく 

しかし 森の 鳥 は 悉 、 疑 深さうな 眼つ きを 改めな 

ふくろ ふ 

かった。 のみならず 一羽の 梟が、 「あいつ も 詐偽師 

いっせい おそ 

の 仲間 だぜご と 云 ふと、 一 斉に むら むら 襲 ひか かって、 

この 孔雀 を も 亦 突き殺して しまった。 (Anonym) 

(大正 十四 年 十二月) 
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